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要旨

人工股関節置換術 (以下 THA) の合併症の一つに脱臼がある。 昨年の当病棟の研究によ り 、 患者が

脱臼予防行動を取れない原因の一つに看譜市の説明不足がある こ とが分かった。 当病棟では主に術前

1::1\0 ン7レ外を用いて指導を行っているが、 術前に説明する期間が短く 、 指導内容を短縮 して しま う など

個々の者調耐こよって指導肉容が異なっていた。 近年動画を用いた指導の有効f掛報告されてお り 、

指導方法と情報提供の統一化を図る 目 的で脱臼予防行動についての DVD を作成 した。 その結果、 看護

師か らは、 指導に DVD を用いる こ と で脱臼予防についての理解が促進されて良いのではないかという

意見が聞かれ、 指導に DVD が有効で、あると議哉されている こ とが分かった。 今回対象患者が少な く 一

般化できなかったため、 今後対象を増や し客観的ず -;をも と に指導効果の検証をはかる必要がある。
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1 . は じめに

昨年、 当病棟にて人工股関節置換術を受けた患者の脱臼予防に対する実態調査を行った。 患者の脱

臼予防行動は概ねできていたが、 看護師約旨導する上で説明か不十分である日常生活動作は、 患者の

脱臼予防行動への意識が低いこと絢月 らかIこなった。 また、 脱臼予防指導は看5欝市聞によ って指導時

期や方法が異なってお り 、 統ー した指導が行われていない現状が分かった。 近年動画を用いた指導の

有効f生が報告されてお り 、 指導方法と情報開共の統一化を図る 目的で脱臼予防行動についての DVD を

作成 した。

E 用語の定義

脱臼股位 : 股関節の伸膨慌位、 健側への体幹の榊去 (前方脱臼) 。 股関節の屈曲内転肉旋位、 患側へ

の体幹の糊言 (後方脱臼) 。

THA : 人工股関節置換術 (骨移植、 再置換を含む)
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E 研究方法

1 調査および作成期間 : 平成 22 年 7 月 ....，1 2 月

2. 調査対象 : 当病棟看E覇市30 名、 THA を行った患者 2 名 (再置換を含まず) 。

3. 調査方法 : 脱臼予防 DVD を作政するにあた り 、 内容に含めたい項目 について病棟看讃市全員に防

ートを実施。 当院整形外科の天正国市と動画内容を検討し、 肉容に基づき音声と動画をつけてオリゲ 拘Lの

DVD を作成 した。 今までの'1\. ン7レットのみでの指導に加え、 全内容 20 分程度の DVD を術後 2 日 目 と 3 日

目 に一回ずつ対象患者に視聴 して も ら った。 その後、 患者と 当 目指導を行った受け持ち看護師lこ対 し

て 脚 内容lこついての問ートを実施 した。 また、 指導を併コなかった病棟苧畠市には DVD 肉容について

の感想を聴取 した。

N. 倫理的配慮

研究に際し、 事前に当院における研究倫理委員会の審査を受ける と と もに研涜倫理面には十分に配

慮、 した。 また、 患者、 看譜市に対 して文書を用いて研究の目 的や方法を説明 しプ ライハヘ〉の偏差等lこ関

する説明を行い了承を得た。

v. 結果

1 .  DVD 作成のプ ロセス

l ) DVD 内容については、 当病棟で使用 している 『人工股関節置換術を受けた患者様へ」 のハロ ンフレッ トと 、

昨年の研究で使用 した脱臼予防行動についての子I" "')ス卜項目 に基づいた内容を研究班で選択。

2) 国市による 聞 についての勉強会を期 札、 DVD の内容に含めたい項目や必要でない項目について

看護師lこTノトトを実施。 体位交換や更衣の注意点についての内容を含めて欲しいとの要望が多かった。

3) 天正国市が以前作成し日見臼予防f ンフレけをも とに、 7ンヤート結果を組み込んで内容を決定。 4) 前方脱

臼と後方脱臼を分けて、 d澱関節の動き(2)fß険な動き@泥険な姿勢@胸を拾う方嵐⑤輯奇子移乗方法

併Itを履 く 方出3うし ゃがむ方嵐倒蔓返 りの方出:IDt ïli" ンの着脱方嵐1IDお風呂での注意点について、国市

と共に勤画の撮影、 編集を し、 ナIrションを加えた。

2. DVD 内容についてのわケート結果

当目指導を行った受け持ち看護師の7ントト結果は、 「写真で見るよ り分か り ゃす く 、 してはいけない

行動が分か りイメージ しやすしリ 『良い勤きと悪い動きカ澗 じ人で同 じ服なので分か り に く いJ と い う 回
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答であった。

DVD を視聴 した看護師の感想は、 全員が 『今後の指導に DVD が活かせそ う である』 と いう 感想であ

った。 その他に、 「前方脱臼と後方脱臼の違し、が分か り説明 しやすいJ r日常生j舌動作が具体的に入っ

てお り 分か り ゃすい」 と いう 回答があった。 また、 今後の指導方法と しては 「ハロ ン7レッ ト と DVD を両方活

用するのが良い』 と全員が答えていた。

患者か らは fDVD を入院生活に活かせそ う である」 と いう意見が聞かれた。 また、 改善点について

は、 「杖と車椅子の使い方もあればよかったJ r足の爪の切 り 方が分からない』 と いう 回答があった。

羽. 考察

動画の作成にあた り 、 医師の協力 と病棟看護師への7ンケートlこよ り具体的な動画の内容や構成について

検討できた。 看E欝市からは、 指導に DVD を用いる こ とで脱臼予防についての瑚障が促進されて良いの

ではないかという意昆が聞かれ、 指導に DVD が有効である と認識されている こ とが分かった。 先行研

究から も動画メヂ ィ7を使用 した教育が成果がある と報告されている。 これまでのハ。 刀レッ トのみでの指導

では具体的な動作が分か り づら く 、 また指導者によ って説明方法が違う と いう 欠点があった。 しか し、

今回作成 した DVD を使用する こ と によ り脱臼予防行動に対するがすー がつきやす く 、理解されやすいと

考える。 また、 DVD という決め られた指導材料を使用する こ と によ り 、 看護師聞の指導方法の統一を

図 り 、 指導効果の向上が期待できると考え られる。 しか し、 今回対象患者が 2 名 と少な く 、 作成 した

DVD を用いた有効性は確患できなかった。

班 展望

今回は対象患者 2 名 と少な く 一般化できない。 今後事例を増や し、 DVD を使用 した患者の脱臼予防

行動における反応を点数化 し、 客観的ず -'J と と もに指導効果の検証を行ってい く と と もに、 7ンケートで指

摘された改善点を再考し、 よ り 患者が脱臼予防行動についての輔専を深め られるよ う DVD 内容を改善

していきたい。
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